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更埴地区短詩型文学祭入賞作品 	   5Ｐ
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4月からの講座参加者募集、館説 開畝 	   8Ｐ

❖主な内容❖

申込期日	 ４月1日（水）　午後１時30分から
	 ４月16日（木）まで
	 ※年度途中からの受講も受け付けます。
申込場所	 文化センター内、坂城町公民館（2階）
	 ※申込書は、公民館にあります。
受 講 料 	 1 人 1講座につき受講料 3,000 円
開 講 式 	 ４月17日（金）　午後7時00分〜
	 文化センター大会議室
	 ※�講座の進め方などの打ち合わせを行いま

すので、必ず出席してください。
そ の 他 	 �講座の詳細は「まなびの玉手箱」をご覧く

ださい。
問い合わせ先	 �電話 82-2069（町公民館）

　令和２年度文化講座の受講生を募集します。なお、全
講座初心者を対象とした講座ですので、ぜひお申し込み
ください。なお、複数の講座の受講もできます。

　音楽（リズム）を用いて人間形成に欠かせない「社
会性」、「創造性」、「感受性」を育てる楽しい講座です。
保護者と子どもで参加してください。

　今年の８月15日（土）に予定している成
人式ですが、実行委員になっていただける方
を募集していますので、興味のある方は公民
館事務局まで連絡してください。
　該当者：平成11年４月２日から平成12年
　　　　　４月１日生まれの方です。

成人式実行委員募集中！

　軽運動や楽しいゲームなどで基礎的な身体づくり、
コミュニケーションづくりをする講座です。

申込開始	 ４月6日（月）から開始
期　　日	 ５月13日～２月24日　毎週水曜日（年間40回）
	 午前10時～11時30分
会　　場	 文化センター大会議室
指 導 者 	 中沢敏江さん（リトミック研究センター特別講師）
対　　象	 １歳半～３歳児とその保護者
受 講 料 	 8,000円　　　　定　　員	 20組

申込開始	 4月13日（月）から開始
期　　日	 5月13日～３月3日　毎週水曜日（年間30回）
	 午後４時30分～５時30分
会　　場	 文化センター体育館
指 導 者 	 長野体育指導センター指導員
対　　象	 4・5歳児
受 講 料 　15,000円　　定　　員　　30名
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お友達もいっぱいできたね！
　公民館講座リトミック教室修了式を 2月
26日（水）に開催しました。みんな元気よく、
公民館長から修了証をもらいました。

　

台
風
十
九
号
に
よ
る
災
害
の
復

旧
工
事
が
始
ま
り
、
明
る
さ
が
見

え
だ
し
た
矢
先
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
広
が
り
、
３

月
の
初
め
か
ら
学
校
が
一
斉
休
業

に
な
る
な
ど
、
前
例
の
な
い
事
態

と
な
り
ま
し
た
。
町
や
公
民
館
主

催
の
集
会
や
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
あ

る
い
は
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

大
勢
の
方
が
そ
の
影
響
を
受
け
ま

し
た
。
分
館
対
抗
の
球
技
大
会

（
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ
）
は
、
小

学
生
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
参
加
で

き
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
人
が
多

か
っ
た
の
で
、
準
備
を
進
め
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
分
館
の
役
員
さ
ん

も
含
め
、
皆
さ
ん
に
申
し
訳
な
い

気
持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

仲
間
同
士
が
「
つ
ど
う
」「
ま

な
ぶ
」「
む
す
ぶ
」
こ
と
を
促
し
、

人
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
に
貢

献
す
る
こ
と
が
公
民
館
の
役
割
で

す
。
こ
の
「
つ
ど
う
」
こ
と
が
し

ば
ら
く
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
き
っ
か

け
に
な
っ
て
、
公
民
館
活
動
が
し

ぼ
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ
う
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
は
、
も
と
も
と
太
平
洋

戦
争
の
敗
戦
に
よ
る
混
乱
と
荒
廃

の
中
で
、
郷
土
復
興
を
掲
げ
、
官

と
民
が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
出

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
い

起
こ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
収
束
後
、
再
び
皆
様
と
と

も
に
公
民
館
活
動
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
の
新
し
い
文
化
講
座
も

で
き
ま
し
た
の
で
、
大
勢
の
方
の

受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お　知　ら　せ

リトミック教室

キッズスポーツ

葬儀・・・香典1,000円、法事3,000円　香典返しは半返し以内で。花輪は辞退しましょう。近親者はこの限りではありません。
婚儀・・・祝儀（会費）3,000円　引き出物、記念品を出さない。近親者はこの限りではありません。

生活改善で葬儀、婚儀をする場合の案内状に同封する通知文は文化センターにあります。 ご利用ください。

リトミック教室修了おめでとう!!
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な
ぐ
相
対
的
に
浅
い
流
れ
は

瀬
と
よ
ば
れ
、
流
れ
が
穏
や

か
な
瀬
は
平ひ
ら

瀬せ

、
水
面
が
白

波
立
つ
よ
う
な
速
い
流
れ
は

早は
や

瀬せ

と
呼
ば
れ
る
。
瀬
で
は

水
中
ま
で
日
光
が
届
き
や
す

い
の
で
藻そ
う
る
い類
が
成
長
し
や
す

く
、
波
立
つ
場
所
は
空
気
が

水
中
に
取
り
込
ま
れ
や
す
い

こ
と
で
酸
素
の
供
給
量
が
多

く
な
り
、
水
生
昆
虫
が
相
対

的
に
多
く
、
そ
れ
ら
を
食
べ

る
魚
も
生
息
す
る
。

　

河
川
に
生
息
す
る
鳥
類
に

と
っ
て
、
水
生
昆
虫
や
魚
は

重
要
な
食
物
資
源
な
の
で
、

瀬
や
淵
と
い
う
環
境
の
違
い

が
、
そ
こ
に
出
現
す
る
鳥
類

の
種
数
や
個
体
数
の

多
さ
に
関
係
し
て
い

る
可
能
性
は
大
き
い
。

今
回
は
、
河
川
に
欠

か
せ
な
い
環
境
で
あ

る
瀬
と
淵
に
注
目
し

て
、
ど
の
よ
う
な
鳥

た
ち
が
利
用
し
て
い

る
の
か
、
千
曲
川
で

調
査
し
た
内
容
を
お

話
し
す
る
。

〇�

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を

　
使
っ
た
出
現
鳥
類
調
査

　

あ
る
環
境
で
の
鳥
の
豊
富

さ
や
種
数
を
調
査
す
る
方

法
と
し
て
は
、
観
察
者
が
調

査
地
点
で
一
定
時
間
観
察
を

し
、
見
聞
き
し
た
鳥
の
姿
や

声
を
識
別
し
て
記
録
す
る
方

法
が
基
本
で
あ
る
。し
か
し
、

開
け
た
水
域
で
の
観
察
は
、

鳥
か
ら
人
が
よ
く
見
え
る
こ

と
で
鳥
の
警
戒
心
を
強
め
、

飛
来
状
況
や
行
動
を
普
段
と

変
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
。
と
は
い
え
、
対
岸
や
橋

の
上
な
ど
離
れ
た
場
所
か
ら

の
観
察
は
、
観
察
者
が
小
さ

な
鳥
を
見
逃
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。

　

人
の
影
響
を
軽
減
し
、
野

生
動
物
の
自
然
な
状
態
を
記

録
す
る
の
に
役
立
つ
の
が
自

動
撮
影
カ
メ
ラ
で
あ
る
。
自

動
撮
影
カ
メ
ラ
で
は
、
赤
外

線
セ
ン
サ
ー
で
動
物
の
熱
を

感
知
し
て
撮
影
す
る
の
が
一

般
的
だ
が
、
素
早
く
飛
ぶ
よ

う
な
鳥
の
場
合
、
セ
ン
サ
ー

が
感
知
し
て
も
、
撮
影
時
に

は
鳥
が
す
で
に
撮
影
可
能
な

887

業
の
メ
ン
バ
ー
が
い
る
た
め
、

練
習
時
間
を
確
保
し
た
り
想
い

を
重
ね
た
り
す
る
こ
と
は
難
し

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
演
奏

を
聞
い
て
く
だ
さ
る
方
に
ハ
ッ

ピ
ー
を
届
け
る
こ
と
の
喜
び
や

演
奏
演
技
が
一
体
と
な
る
満
足

感
は
そ
れ
に
代
え
が
た
い
も
の

で
す
。
ま
た
活
動
を
続
け
る
こ

と
で
新
し
い
曲
や
演
技
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
た
り
、
異
な
る
職
業

の
仲
間
と
の
語
り
合
い
で
常
に

自
分
を
更
新
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
経
験
を
南

条
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
、
ま

た
こ
れ
か
ら
出
会
う
子
ど
も
に

還
元
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
次
は
青
木
み
の
り
さ
ん
で
す
。

　
小
学
校
で
マ
ー
チ
ン
グ
に
出

会
い
、
四
年
生
か
ら
マ
ー
チ
ン

グ
バ
ン
ド
に
入
り
ま
し
た
。
中

学
高
校
で
は
吹
奏
楽
部
に
入
部

し
ま
し
た
が
大
学
生
に
な
り
、

社
会
人
バ
ン
ド
で
あ
る
松
本
シ

テ
ィ
ー
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
に

入
隊
し
ま
し
た
。
マ
ー
チ
ン
グ

と
は
「
歩
き
な
が
ら
楽
器
演
奏

を
す
る
」
こ
と
。
長
野
市
立
裾

花
小
学
校
や
佐
久
市
立
浅
間
中

学
校
が
全
国
大
会
へ
進
む
な
ど
、

県
内
で
も
マ
ー
チ
ン
グ
の
活
動

は
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
バ
ン
ド
は
、
松
本
ぼ

ん
ぼ
ん
や
Ｏ
Ｍ
Ｆ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
で
パ
レ
ー
ド
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
た
り
、
大
会
に
出

場
し
演
奏
演
技
を
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
バ
ン
ド
に
所
属
し
て
五

年
、
今
で
も
こ
う
し
て
大
好
き

な
音
楽
に
か
か
わ
る
場
が
あ
る

こ
と
に
改
め
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。
時
に
、
様
々
な
世
代
や
職

５
０
０
字
リ
レ
ー
ト
ー
ク

「
ひ
と
」を

つ
な
げ
る
音
楽

　
　
坂
城
町
立
南
条
小
学
校

荒
井
　
陽
花

荒井本人
です。

〇
瀬
と
淵

　

川
を
眺
め
る
と
、
白
波
を

立
て
て
勢
い
よ
く
流
れ
て
い

る
場
所
や
滑
ら
か
な
水
面
の

下
で
穏
や
か
に
流
れ
て
い
る

場
所
、
底
ま
で
見
え
る
浅
い

場
所
や
水
の
色
が
濃
く
見
え

る
深
い
場
所
な
ど
、
水
の
中

に
も
様
々
な
環
境
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　

川
が
蛇
行
す
る
際
に
、
岸

に
流
れ
が
当
た
る
な
ど
し
て

深
く
掘
れ
た
部
分
は
淵
と
よ

ば
れ
る
（
図
１
）。
水
深
が

深
く
流
れ
は
穏
や
か
で
、
速

い
流
れ
が
苦
手
な
魚
や
底て
い
せ
い生

魚ぎ
ょ

、
稚
魚
な
ど
の
生
息
場
所

と
な
る
。
淵
と
淵
の
間
を
つ

図１　 河川をかたちづくる瀬と淵

千曲川に棲む鳥たち③「瀬
せ

に現れる鳥、淵
ふ ち

に現れる鳥」
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　ふるさと探訪は、千曲川の鳥についてシリーズで掲載します。
　寄稿者は、笠原里恵さんです。

長野県生まれ．信州大学大学院教育学研究科に進学してから 20年近く，千曲川に生息する鳥類の
生態について研究を続けている．2019 年 4月より，信州大学理学部附属諏訪臨湖実験所に所属．
今後は諏訪湖を中心に湖沼の鳥も研究していく予定．

文責　笠原　里恵（かさはら　さとえ）

範
囲
の
外
ま
で
移
動
し
て
い

て
、
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
は

鳥
が
写
っ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
が
珍
し
く
な
い
。

　

そ
こ
で
、
千
曲
川
の
調
査

で
は
、
赤
外
線
セ
ン
サ
ー

で
は
な
く
、
一
定
時
間
毎
に

自
動
撮
影
す
る
設
定
を
用
い

た
。
近
年
の
自
動
撮
影
カ
メ

ラ
は
、
人
や
動
物
が
感
知
し

に
く
い
波
長
の
赤
外
線
を
照

射
し
て
撮
影
す
る
の
で
、
夜

間
撮
影
の
際
に
ま
ぶ
し
い
フ

ラ
ッ
シ
ュ
で
動
物
を
驚
か
し

て
し
ま
う
心
配
も
少
な
く
、

昼
夜
問
わ
ず
調
査
が
で
き
る

の
も
よ
い
点
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
一
定
時
間
ご
と

に
撮
影
す
る
と
、
鳥
が
そ
の

場
に
い
な
く
と
も
写
真
が
撮

影
さ
れ
る
の
で
、
調
査
終
了

後
に
、
す
べ
て
の
写
真
を
確

認
す
る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、

写
り
具
合
に
よ
っ
て
は
鳥
の

見
落
し
や
種
の
同
定
が
難
し

い
場
合
も
あ
る
。
例
え
ば
夜

間
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
で

は
、
鳥
の
輪
郭
が
う
っ
す
ら

と
わ
か
る
程
度
で
目
だ
け
が

光
っ
て
い
る
と
い
う
も
の
が
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✿
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✿
町
書
道
協
会
長
賞	

	

　

村
上
小
２
年	

星
本　

真
希

✿
中
学
生
の
部
金
賞

　

坂
城
中
２
年	

米
田　

愛
祈

◆
金　

賞	
	

　

坂
城
幼
稚
園	

成
澤　
　

岳

	
	
	

大
井　

翔
平

　

坂
城
小
５
年	

小
出　

久
遠

　

南
条
小
４
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友
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第
53
回
席
書
大
会
・
書
初
展
を
、１
月
４
日
〜
６
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

席
書
大
会
で
は
、
64
人
が
参
加
し
、
書
初
め
を
し
ま
し
た
。

　

書
初
展
に
は
、
１
１
１
作
品
が
出
品
さ
れ
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
観
覧

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。　

   　

　

― 

敬
称
略 

―　

◆
銀　

賞	
	

　

坂
城
小
２
年	

冨
山　

心
菜

　
　
　
　

３
年	

千
野　

桧
依

　
　
　
　

４
年	

成
澤　
　

葵

　
　
　
　

６
年	

小
林　
　

聖

　

南
条
小
２
年	

中
島　

結
大

　
　
　
　

３
年	

三
井　

陽
登

　
　
　
　

５
年	

岩
戸　

真
一

　
　
　
　

６
年	

田
中　

鈴
莉

　
　
　
　

６
年	

三
井　

恒
輝

　

村
上
小
３
年	

塚
田
暁
乃
進

　

坂
城
中
１
年	

水
出　

琉
惟

　
　
　
　

２
年	

柳
澤　

光
樹

　
　
　
　

２
年	

三
井　

悠
靖

　

高　
　

校	

栗
原　

夏
来

　

一　
　

般	

竹
内　

亜
美

	
	
	

片
岡
佐
和
子

◆
銅　

賞	
	

　

坂
城
小
１
年	

石
倉　

由
麻

　
　
　
　

１
年	

仙
田　

祐
月

　
　
　
　

１
年	

岩
淺　

采
実

　
　
　
　

３
年	

栗
原　

夢
来

　
　
　
　

５
年	

玉
井　

里
奈

　
　
　
　

５
年	

林　
　

美
咲

　
　
　
　

６
年	

栗
原　

莉
来

　
　
　
　

６
年	

宮
沢　

華
奈

　
　
　
　

６
年	

本
藤　

真
宏

　

南
条
小
２
年	

鈴
木　

悠
友

　
　
　
　

４
年	

小
宮
山
瑛
太

　
　
　
　

４
年	

真
柴　

澄
怜

　
　
　
　

５
年	

塚
田　

真
心

　
　
　
　

５
年	

山
岸　

果
穂

　
　
　
　

６
年	

中
島　

真
希

　
　
　
　

６
年	

宮
下　

莉
子

　

村
上
小
３
年	

山
城　

穂
華

　
　
　
　

５
年	

大
井　

廣
明

　

坂
城
中
２
年	

玉
井　

遥
斗

　
　
　
　

２
年	

山
岸　

柚
菜

　
　
　
　

２
年	

斎
藤
な
つ
き

　
　
　
　

３
年	

重
倉　
　

嶺

　

高　
　

校	

鹽
入　

大
智

	
	
	

千
野　

加
恵

	
	
	

中
村　

俊
介

　

一　
　

般	

栁
澤　

郁
子
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☆舟山守護所図

〇
６
㎞
一
般
の
部　

男
子	

	

　

１
位	

眞
田　

稜
生
（
上
田
市
）

　

２
位	

田
中　
　

圭
（
長
野
市
）

　

３
位	

小
林　

勝
太
（
立
科
町
）

〇
６
㎞
一
般
の
部　

女
子	

	

　

１
位	

小
林　

千
紗
（
松
本
市
）

　

２
位	

齋
藤　

奏
絵
（
諏
訪
市
）

　

３
位	

関　
　

真
優
（
上
田
市
）

〇
６
㎞
小
学
生
の
部　

男
子	

　

１
位	

宮
﨑　

快
斗

	
	

（
村
上
小
６
年
）

　

２
位	

田
畑　

亮
介

	
	

（
城
下
小
３
年
）

　

３
位	

丸
山　

航
生

	
	

（
山
形
小
３
年
）

〇
６
㎞
小
学
生
の
部　

女
子	

　

１
位	

菊
地　

遥
奈

	
	

（
祢
津
小
６
年
）

　

２
位	

田
畑　

香
奈

	
	

（
城
下
小
５
年
）

　

３
位	

北
原　
　

和

	
	

（
上
田
西
小
５
年
）

〇
３
㎞
一
般
の
部　

	
　

１
位	

田
中　
　

聖
（
長
野
市
）

　

２
位	
齋
藤　

英
明
（
上
田
市
）

　

３
位	
山
上　
　

聡
（
上
田
市
）

第
49
回
　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会

〇
３
㎞
小
学
生
の
部　

	

　

１
位	

平
林　
　

篤

	
	

（
村
上
小
６
年
）

　

２
位	

西
沢　

玲
央

	
	

（
村
上
小
６
年
）

　

３
位	

関　
　

駿
介

	
	

（
南
条
小
４
年
）

〇
1.5
㎞
小
学
生
の
部	

　

１
位	

小
宮
山
剛
士

	
	

（
村
上
小
３
年
）

　

２
位	

吉
池　

琉
仁

	
	

（
坂
城
小
４
年
）

　

３
位	

佐
野　

希
桜

	
	

（
中
洲
小
３
年
）

※
ペ
ア
に
つ
き
ま
し
て
は
、
順
位
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

毎
年
恒
例
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。新
年
早
々

好
天
に
恵
ま
れ
、
昨
年
よ
り
多
い
５
１
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

入
賞
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

　

― 

敬
称
略 

―　

第48回　文 化 祭 開 催
～したしむ・つくる・ふれあう・ささえる～

　町文化祭を10月26日、27日の2日間、文化センターなど3会場で開催しました。また、図書館まつりも同時に開催、
体育館では小・中・高生をはじめ、多くの素晴らしい作品が展示されました。芸能公演は、出演された皆さんが熱気
にあふれ、日頃の生涯学習に取り組まれている姿がうかがわれました。
　文化の館では、表千家、裏千家の皆さんによるお茶席が設けられました。
　なお、開祭式では85歳以上で今なお現役でご活躍されている会員の皆さんに文化協会から表彰がありました。

よ
く
あ
り
、
そ
の
た
び
に
写
真

を
拡
大
し
た
り
、
前
後
の
写
真

と
何
度
も
見
比
べ
た
り
と
、
解

析
に
は
撮
影
枚
数
に
応
じ
た
労

力
が
か
か
る
。

〇
瀬
と
淵
に
出
現
す
る

　
鳥
類
と
そ
の
違
い

　

自
動
撮
影
カ
メ
ラ
を
千
曲
川

の
中
流
域
に
設
置
し
、
春
夏
秋

冬
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
約
一

週
間
ず
つ
撮
影
調
査
を
行
っ

た
。

　

そ
の
結
果
、
季
節
に
よ
っ
て

増
減
は
あ
る
も
の
の
、
瀬
と
淵

の
両
方
で
最
も
多
く
記
録
さ
れ

た
の
は
カ
モ
類
で
あ
っ
た
。
周

年
生
息
す
る
カ
ル
ガ
モ
や
繁
殖

期
に
よ
く
見
ら
れ
る
オ
シ
ド
リ

に
加
え
、
千
曲
川
で
は
、
秋
か

ら
冬
、
そ
し
て
春
先
ま
で
、
北

の
地
域
や
国
々
か
ら
飛
来
し
た

コ
ガ
モ
や
マ
ガ
モ
な
ど
の
カ
モ

類
が
越
冬
す
る
。
こ
れ
ら
の
カ

モ
類
は
藻
類
や
水
草
を
主
食
と

し
、
無む

脊せ
き
つ
い椎
動
物
な
ど
も
食
べ

る
。
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
も
、

水
面
に
浮
き
な
が
ら
首
を
水
中

に
入
れ
て
採
食
す
る
姿
が
よ
く

見
ら
れ
た
（
図
２
）。
カ
モ
類

は
複
数
の
個
体
で
構
成
さ
れ
た

群
れ
で
行
動
し
、
採
食
や
休
憩

な
ど
で
同
じ
場
所
に
長
時
間
滞

在
す
る
こ
と
も
多
い
た
め
、
全

体
の
記
録
数
が
多
く
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

カ
モ
類
の
よ
う
に
水
面
に
浮

い
て
い
る
姿
を
見
か
け
る
の
が

カ
イ
ツ
ブ
リ
や
カ
ワ
ア
イ
サ
で

あ
る
（
図
３
）。
こ
れ
ら
の
種

は
、
水
の
中
に
潜も
ぐ

り
、
泳
い
で

小
魚
を
捕
ら
え
る
鳥
た
ち
で
あ

り
、
カ
モ
類
と
は
異
な
っ
て
淵

に
よ
く
出
現
す
る
傾
向
が
見
ら

れ
た
。

　

カ
モ
類
以
外
で
記
録
数
が
多

か
っ
た
の
は
、
ア
オ
サ
ギ
な
ど

の
サ
ギ
類
（
図
２
）
や
セ
グ
ロ

セ
キ
レ
イ
な
ど
の
セ
キ
レ
イ
類

お
よ
び
イ
カ
ル
チ
ド
リ
な
ど
の

シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
（
図
４
）
で

あ
っ
た
。
水
の
中
や
水
面
に
突

き
出
た
石
の
上
を
歩
き
回
り
な

が
ら
採
食
す
る
こ
れ
ら
の
種

は
、
瀬
で
多
く
記
録
さ
れ
た
。

ま
た
、
瀬
で
は
水
鳥
だ
け
で
は

な
く
、
ツ
グ
ミ
や
ハ
シ
ブ
ト
ガ

ラ
ス
、
ム
ク
ド
リ
な
ど
、
普
段

は
草
地
や
市
街
地
な
ど
で
見
ら

れ
る
よ
う
な
陸
上
の
鳥
た
ち
も

し
ば
し
ば
記
録
さ
れ
た
。
全
体

と
し
て
、
撮
影
さ
れ
た
鳥
の
種

数
や
記
録
の
多
さ
を
瀬
と
淵
で

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
相
対
的
に

瀬
の
方
が
種
類
も
記
録
数
も
多

か
っ
た
。

〇
鳥
が
多
い
瀬
、
少
な
い
瀬

　

千
曲
川
の
複
数
の
地
点
に
設

置
し
た
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
の
記

録
解
析
を
進
め
る
に
つ
れ
、
同

じ
く
「
瀬
」
と
呼
ば
れ
る
環
境

で
も
、
鳥
の
出
現
状
況
が
ず
い

ぶ
ん
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

き
た
。
図
５
は
、
ど
ち
ら
も
同

じ
く
環
境
と
し
て
は
「
瀬
」
で

あ
る
が
、
図
５
左
の
瀬
で
は
カ

モ
類
を
は
じ
め
サ
ギ
類
、シ
ギ
・

チ
ド
リ
類
な
ど
の
水
鳥
か
ら
カ

ラ
ス
類
な
ど
の
陸
上
の
鳥
ま

で
、
様
々
な
種
類
の
鳥
た
ち
が

数
多
く
記
録
さ
れ
た
。
一
方
で

図
５
右
の
瀬
で
は
カ
モ
類
や
サ

ギ
類
は
記
録
さ
れ
た
も
の
の
、

セ
キ
レ
イ
類
や
シ
ギ
・
チ
ド
リ

類
な
ど
の
記
録
数
は
圧
倒
的
に

少
な
か
っ
た
。
同
じ
「
瀬
」
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の

違
い
は
な
ぜ
生
じ
た
の
だ
ろ
う

か
？

　

そ
の
理
由
を
考
え
る
た
め
の

手
掛
か
り
は
写
真
の
中
に
あ
っ

た
。
写
真
の
中
の
鳥
た
ち
が
ど

こ
に
い
る
の
か
を
改
め
て
確
認

す
る
と
、、
サ
ギ
類
な
ど
は
水

の
中
に
立
っ
て
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
の
に
対
し
、
セ
キ
レ
イ

類
や
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
で
は
水

の
中
よ
り
も
石
の
上
に
い
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。こ
の
違
い
は
、

鳥
た
ち
の
体
の
大
き
さ
や
脚
の

長
さ
と
関
係
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
体
が
大
き
く
脚
の

長
い
サ
ギ
類
で
は
、
水
中
を
歩

き
回
っ
て
採
食
す
る
こ
と
が
可

図 2　 鼠橋（坂城町）付近で撮影された夜間に採食するマガモの群れ（左）
万葉橋（千曲市）付近で撮影された早朝のダイサギとアオサギの群れ（右）

文化協会高齢者功労表彰

芸能公演（南日名神楽若者連）

作品展示

芸能公演（子どもフラケイキの皆さん）
図３　カイツブリ（左）とカワアイサ（右）

図４　 千曲川でよく見られるセグロセキレイ（左）と
　　　イカルチドリ（右）
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【
短
歌
の
部
】

◆
佳
作

　

生
き
に
く
き
世
な
れ
ど
負
け
ぬ
友
と
い
て

　

真
っ
赤
な
ト
マ
ト
を
捥
ぎ
て
頬
張
る

横
田
　
徳
子
︵
網
　
掛
）

　

吾
病
み
て
洗
濯
物
干
す
夫
の
背
に

　

し
だ
れ
桜
が
静
か
に
揺
れ
る

塩
野
入
は
る
江
︵
苅
屋
原
︶

　

子
供
等
の
声
蟬
の
声
空
の
下

　

流
し
ソ
ー
メ
ン
の
光
り
を
掬
う

		
	

滝
沢
さ
ち
子
︵
入
横
尾
︶

◆
入
選

　

亡
き
父
の
仕
事
場
恋
し
整
然
と

　

大
中
小
と
並
ん
だ
鉋小

宮
山
洋
子
︵
中
之
条
︶

【
俳
句
の
部
】

◆
入
選　

　

秋
め
く
や
道
路
工
事
の
ガ
ー
ド
マ
ン

近
藤
　
芳
泉
︵
網
　
掛
︶

　

遠
く
き
て
天
山
南
路
月
今
宵

永
井
　
　
浩
︵
大
　
宮
︶

【
川
柳
の
部
】

◆
更
埴
地
区
短
詩
型
文
学
祭
大
賞　

　

愚
痴
ひ
と
つ
胸
の
引
戸
へ
押
し
込
め
る

中
島
て
る
よ
︵
中
之
条
︶

◆
佳
作

　

ゆ
と
り
あ
る
暮
し
へ
余
生
組
み
直
す

小
宮
山
洋
子
︵
中
之
条
︶

　

住
む
人
の
心
が
見
え
る
花
の
庭

　
西
澤
ひ
ろ
子
︵
北
日
名
︶

　

親
の
愛
絆
の
強
さ
か
み
し
め
る

春
日
と
よ
子
︵
網
　
掛
︶

◆
入
選　
　
　
　

　

病
む
友
の
力
に
な
れ
ぬ
も
ど
か
し
さ

小
川
　
　
碧
︵
中
之
条
︶

【
現
代
詩
の
部
】

◆
更
埴
公
民
館
運
営
協
議
会
長
賞

　
　
小
さ
い
指

石
関
み
ち
子
︵
込
　
山
︶

　

隣
に
す
わ
っ
た
子
に
年
を
た
ず
ね
る

　

小
さ
い
指
を
二
本
立
て
る

　

マ
マ
が
あ
わ
て
て

　

︱
三
才
に
な
っ
た
ば
か
り
で

　

あ
と
一
本
が
な
か
な
か
立
た
な
い
ん
で
す

　

あ
と
一
本
を
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て
る

　

こ
ち
ら
側
の
だ
っ
こ
の
赤
ち
ゃ
ん

　

可
愛
い
あ
ん
よ
が
目
の
前
に

　
︱
さ
わ
っ
て
も
い
い
で
す
か

　

プ
ク
プ
ク
の
可
愛
い
あ
ん
よ

　

少
し
太
っ
ち
ょ
の
親
指
と
四
つ
の
小
さ
い
指

　

高
齢
者
の
多
い
病
院
と
は
ち
が
う

　

小
さ
な
子
も
通
う
町
の
お
医
者
さ
ん

　

マ
マ
が
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が

　

大
き
な
瞳
で
見
つ
め
て
く
れ
る

　

窓
か
ら
見
え
る
青
い
空
白
い
雲

　

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね

◆
佳
作　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

私
は
ロ
ダ
ン

　
　
　
　
小
宮
山
洋
子
︵
中
之
条
︶

　

同
じ
話
を
し
て
し
ま
っ
た
時

　

初
め
て
か
の
よ
う
に

　

黙
っ
て
聞
い
て
く
れ
る
人

　

前
に
も
聞
い
た
よ
と

　

制
し
て
し
ま
う
人

　

頷
き
な
が
ら

　

顔
を
見
て

　

静
か
に
聞
い
て
く
れ
る
人

　

人
に
よ
っ
て
様
様
だ
け
れ
ど

　

話
す
者
は
癒
さ
れ
た
り

　

少
し
哀
し
か
っ
た
り
す
る

　

そ
の
違
い
は
ど
こ
か
ら
か

　

加
齢
で
忘
れ
て
い
る
の
か

　

思
い
や
る
気
持
が
な
い
の
か

　

私
の
感
情
は
乱
れ

　

ロ
ダ
ン
に
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

ひ
ば
り

　
　
　
　
　
　
松
澤
　
瑞
枝
︵
込
　
山
︶

　

突
然　

数
十
年
前
に
引
き
戻
さ
れ
た

　

ピ
ピ
ピ
ピ
ピ　

軽
々
と
早
口
に
鳴
く
声

　

思
わ
ず
走
り
出
て
見
上
げ
る
青
い
空

　

よ
う
や
く
電
線
の
高
さ
に
見
つ
け
て

　

ひ
ば
り　

ひ
ば
り
と
叫
ん
で
し
ま
っ
た

　

 

子
ど
も
の
こ
ろ
は
麦
畑
の
あ
ち
こ
ち
で

　

鳴
い
て
い
た

　

 

小
さ
な
体
を
ふ
る
わ
せ
て　

急
に
激
し
く

羽
ば
た
い
て

　

み
る
み
る
空
高
く
舞
い
上
が
っ
て
い
く

　

そ
よ
ぐ
風
に
揺
れ
る
麦
畑

　

小
さ
な
魚　

し
じ
み
も
見
え
る
小
川

　

す
み
れ　

た
ん
ぽ
ぽ
が
咲
き
乱
れ
て
い
た

　

今
年
も
ま
た　

あ
の
小
さ
な
ひ
ば
り
が

　

力
強
く
一
直
線
に
舞
い
上
が
り

　

私
を
天
ま
で
引
っ
張
っ
て
い
っ
た

【
俳
句
の
部
】　

◆
入
選

　
歓
声
が
花
火
の
あ
と
に
や
っ
て
く
る

村
上
小
五
年
　
倉
科
　
圭
乃

【
川
柳
の
部
】

◆
奨
励
賞

　

夏
の
空
星
が
キ
ラ
リ
と
笑
っ
て
る

村
上
小
六
年
　
永
井
　
結
乃

◆
佳
作　
　
　
　

　

大
雨
の
災
害
い
つ
か
自
分
事

村
上
小
六
年
　
河
野
　
茉
歩

第
二
十
四
回
更
埴
地
区
短
詩
型
文
学
祭
入
賞
作
品

　
去
る
11
月
16
日
︵
土
︶、
更
埴
公
民
館
運
営
協
議
会
︵
坂
城
町
と
千
曲
市
で
構
成
︶

主
催
の
文
学
祭
表
彰
式
が
、
千
曲
市
稲
荷
山
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
坂
城
町
の
入
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
の
部

小
学
生
の
部

能
だ
が
、
体
の
小
さ
な
セ
キ
レ

イ
類
や
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
は
、

自
分
の
足
の
長
さ
を
超
え
る
深

さ
に
は
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
多
く
の
場
合
、
石
の
上

か
ら
水
中
の
餌
動
物
を
捕
ら
え

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
水
面
に
露
出
し
た
礫れ
き

は
、

セ
キ
レ
イ
類
や
シ
ギ
・
チ
ド
リ

類
に
と
っ
て
の
採
食
時
の
足
場

で
あ
り
、
水
生
昆
虫
な
ど
の
水

の
中
に
い
る
食
物
資
源
へ
の
ア

ク
セ
ス
性
を
高
め
る
重
要
な
環

境
な
の
だ
。
同
様
に
、
露
出
し

た
礫
は
カ
ラ
ス
類
を
は
じ
め
と

し
た
陸
上
の
鳥
類
に
対
し
て
も

同
じ
よ
う
に
水
へ
ア
ク
セ
ス
す

る
際
の
足
場
と
し
て
役
立
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
淵
」
に
お
い
て
も
、
瀬
と

同
様
に
鳥
の
出
現
状
況
は
異

な
っ
て
い
た
。
そ
の
理
由
を
考

え
る
う
え
で
手
掛
か
り
と
な
っ

た
の
は
現
場
で
計
測
し
た
流
速

で
あ
っ
た
。
流
れ
の
速
い
淵
よ

り
も
穏
や
か
な
淵
で
よ
り
鳥
類

が
出
現
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た

の
だ
。推
測
で
は
あ
る
も
の
の
、

淵
の
流
れ
が
速
い
場
合
、
カ
モ

類
や
カ
イ
ツ
ブ
リ
類
が
そ
こ
に

留
ま
る
だ
け
で
も
脚
で
水
を
か

き
続
け
る
労
力
が
必
要
と
な
る

が
、
流
れ
が
穏
や
か
な
淵
で
は

そ
の
労
力
は
小
さ
く
て
済
む
可

能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
採
食

す
る
場
合
、
流
れ
の
速
い
淵
で

は
遅
い
淵
よ
り
も
留
ま
る
労
力

が
必
要
な
分
だ
け
採
食
効
率
が

相
対
的
に
低
下
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
ま
た
、
流
れ
の
穏
や
か

な
淵
は
稚
魚
や
底
生
魚
な
ど
、

潜
水
し
て
採
食
す
る
鳥
類
の
食

物
資
源
量
が
相
対
的
に
多
い
可

能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ

ん
流
速
だ
け
で
す
べ
て
が
説
明

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

可
能
性
の
あ
る
環
境
要
素
を
さ

ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

〇
カ
モ
類
の
昼
と
夜

　

鳥
た
ち
の
多
く
は
昼
に
活
発

に
活
動
し
、
夜
は
ね
ぐ
ら
な
ど

で
休
む
昼
行
性
で
あ
る
が
、
そ

の
逆
の
活
動
パ
タ
ー
ン
を
も
つ

夜
行
性
の
種
や
、
昼
夜
と
も
に

活
動
と
休
息
を
行
う
種
も
い

る
。
昼
行
性
で
身
近
な
鳥
と
い

え
ば
、
夕
方
に
駅
前
な
ど
の
樹

木
や
電
線
に
集
ま
る
大
き
な
群

れ
が
印
象
的
な
カ
ラ
ス
類
や
ス

ズ
メ
、
ム
ク
ド
リ
、
セ
キ
レ
イ

類
な
ど
が
あ
る
。
夜
行
性
の
鳥

で
は
フ
ク
ロ
ウ
が
代
表
的
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
昼
夜
両
方
と

も
に
活
動
す
る
鳥
に
含
ま
れ
る

の
が
、
ア
オ
サ
ギ
や
シ
ギ
・
チ

ド
リ
類
、カ
モ
類
な
ど
で
あ
る
。

千
曲
川
の
調
査
で
も
、
こ
れ

ら
の
鳥
が
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
に

記
録
さ
れ
た
時
間
帯
は
様
々
で

あ
っ
た
。

　

た
だ
し
、ア
オ
サ
ギ
や
シ
ギ
・

チ
ド
リ
類
が
記
録
さ
れ
た
環
境

は
基
本
的
に
瀬
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、
カ
モ
類
が
記
録
さ
れ
た

環
境
は
昼
夜
で
異
な
っ
て
い

た
。
カ
モ
類
は
、
瀬
で
は
相
対

的
に
夜
間
に
記
録
さ
れ
る
頻
度

が
高
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
淵

で
は
ほ
ぼ
昼
間
に
し
か
記
録
さ

れ
な
か
っ
た
。
こ
の
理
由
に
つ

い
て
明
快
な
答
え
は
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い
が
、
一
つ
の
可
能

性
と
し
て
、
カ
モ
を
襲お
そ

っ
て
食

べ
る
生
き
物
、
す
な
わ
ち
捕
食

者
の
存
在
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

カ
モ
類
の
捕
食
者
に
は
キ
ツ

ネ
な
ど
の
哺ほ

乳に
ゅ
う

類る
い

の
ほ
か
、
タ

カ
や
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
の
猛も
う
き
ん
る
い

禽
類

が
い
る
。
昼
間
に
浅
い
瀬
に
長

く
滞
在
す
る
と
、
空
か
ら
襲
わ

れ
た
際
に
逃
げ
切
れ
な
い
危
険

が
高
ま
る
が
、
夜
間
は
猛
禽
類

が
活
動
し
な
い
の
で
、
安
心
し

て
瀬
で
食
物
と
な
る
藻
類
な
ど

を
採
食
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
昼
間
に
淵
に
滞
在
す

る
理
由
に
つ
い
て
も
、
可
能
性

と
し
て
、
淵
は
深
い
の
で
、
哺

乳
類
は
近
づ
け
な
い
だ
ろ
う

し
、
猛
禽
類
に
襲
わ
れ
た
と
し

て
も
、
い
ざ
と
な
れ
ば
水
中
に

潜
っ
て
危
険
を
か
わ
す
こ
と
が

可
能
か
も
し
れ
な
い
。

〇
水
辺
を
利
用
す
る
動
物
た
ち

　

千
曲
川
の
水
辺
を
利
用
し
て

い
る
の
は
鳥
た
ち
だ
け
で
は
な

い
。
シ
カ
や
タ
ヌ
キ
（
図
６
）、

イ
タ
チ
や
キ
ツ
ネ
な
ど
、
様
々

な
動
物
が
自
動
撮
影
カ
メ
ラ
で

記
録
さ
れ
て
お
り
、
千
曲
川
を

利
用
す
る
生
き
物
の
多
様
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。
様
々
な
生
き

物
の
利
用
環
境
を
知
り
、
重
ね

合
わ
せ
て
い
く
こ
と
で
生
き
物

と
人
間
と
の
折
り
合
い
が
見
え

て
く
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

笠
原　

里
恵 

図５　鳥類の出現頻度が高かった瀬（左）と低かった瀬（右）

図６　 万葉橋（千曲市）付近で夜間に撮影されたタヌキ（左）
とシカ（右）


